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葉
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経
済
の
中
期
的
見
通
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
が
決
定
し
た
平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
は
、
平
成
二
十
一
年
度
比
四
�
二
％
増
で
当
初
予
算
と
し
て
は
過
去
最
大
規
模

の
九
十
二
兆
二
千
九
百
九
十
二
億
円
と
な
っ
た
。
新
規
国
債
も
過
去
最
大
の
四
十
四
兆
三
千
三
十
億
円
が
発
行
さ
れ
る
見
通
し

と
な
り
、
平
成
二
十
二
年
度
末
の
国
と
地
方
併
せ
た
長
期
債
務
残
高
は
約
八
百
六
十
二
兆
円
に
の
ぼ
る
。

一

旧
政
権
下
で
は
平
成
二
十
三
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
を
目
標
に
掲
げ
て
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
中
心
と

な
っ
て
経
済
政
策
を
実
行
し
て
い
た
。
今
回
の
予
算
編
成
の
過
程
で
、
政
府
は
国
債
の
発
行
額
を
約
四
十
四
兆
円
以
内
に
収

め
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
が
、
こ
の
目
標
自
体
は
何
ら
発
行
抑
制
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
財
政
健
全
化
の
見
通
し

な
く
国
債
を
大
量
に
発
行
す
る
こ
と
は
将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
で
あ
り
、
財
政
硬
直
化
の
原
因
に
も
な
る
こ

と
か
ら
、
何
ら
か
の
規
律
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

�

税
収
が
大
幅
に
落
ち
込
む
中
で
、
国
債
発
行
も
や
む
を
得
な
い
が
、
税
収
の
確
保
と
積
極
財
政
の
ど
ち
ら
に
重
点
を
置

い
て
財
政
を
運
営
し
て
い
く
つ
も
り
か
。
政
府
の
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

�

財
政
再
建
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
今
後
の
経
済
運
営
を
図
る
つ
も
り
か
。
具
体
的
な
工
程
を
お
答
え
頂

き
た
い
。

一



二

政
府
は
平
成
二
十
二
年
度
予
算
の
財
源
と
し
て
特
別
会
計
の
剰
余
金
を
含
む
税
外
収
入
を
、
過
去
最
大
の
約
十
兆
六
千
億

円
計
上
し
た
。

�

特
別
会
計
は
本
来
、
非
常
時
の
備
え
な
ど
、
必
要
が
あ
っ
て
特
別
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
切
り
崩
す
と
し
た
特
別

会
計
に
つ
い
て
、
必
要
性
は
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
算
定
し
た
の
か
。
切
り
崩
す
こ
と
で
本
来
の
目
的
が
阻
害
さ
れ

る
事
態
は
な
い
の
か
。

�

次
年
度
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
が
満
額
支
給
さ
れ
る
こ
と
や
、
社
会
保
障
費
が
一
層
の
び
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
恒
久

的
な
安
定
財
源
の
確
保
が
急
務
で
あ
る
。
特
別
会
計
の
切
り
崩
し
や
基
金
か
ら
の
返
納
で
は
限
度
が
あ
り
、
継
続
的
に
使

用
で
き
る
財
源
で
は
な
い
。
今
後
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
方
針
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


